
東京都における認知症サポート医のフォローアップ研修の実施状況

＜実施根拠＞

・認知症地域医療支援事業実施要綱（国）

・認知症支援推進センター運営事業実施要綱

【目的】

都内の認知症サポート医等のスキルアップ及び活動の促進を図る。

【研修対象者】

・国の定める認知症サポート医養成研修修了者

・地域拠点型・地域連携型認知症疾患医療センターの医師

・その他地域において、認知症医療体制構築に向けて取り組んでいる医師

【実施方法】

認知症支援推進センターにおいて研修内容を検討 （２年で１クール）

【研修内容】

講義形式 （資料８－３ 参照）

※１回あたりの定員：２００～３００名程度

【実施状況】

開催回数：計２０回 ※令和元年度第４回（２月実施）含む。

延べ修了者数：３，３０６人 （令和元年度第３回まで）

＜実施根拠＞

東京都認知症地域医療推進事業実施要綱

【目的】

かかりつけ医への助言や地域の関係機関との連携促進の役割が期待される認知症サポート医

の機能強化を図ることで、認知症医療と身体医療、専門医療と地域医療の切れ目を解消し、認知

症の人に対する地域の医療支援体制の充実を図る。

【研修対象者】

都内の認知症サポート医

【実施方法】

都独自の認知症サポート医のアウトカム（活動の方向性、達成目標）・カリキュラム・テキストに

基づき実施（資料８－２ 参照）

※東京都認知症サポート医フォローアップ研修等検討委員会（平成２０年度）において、

アウトカムの提案、カリキュラム・テキストの作成

【研修内容】

◆テキスト研修

・ 認知症に対する薬物療法、非薬物療法

・ 認知症の周辺症状への影響を踏まえた身体疾患の管理 等

◆グループワーク （医療資源の状況等、地域特性を踏まえた連携モデルを検討）

◆ディスカッション （テキスト及び研修内容について）

※研修終了後は、アウトカム項目の習得度合いを自己評価表に記入し提出

※１回あたりの定員：２０名程度

【実績】

開催回数：計９回 （原則、二次保健医療圏単位）

延べ修了者数：１６０人

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27～令和元年度

【都独自】

認知症サポート医フォローアップ研修

（東京都医師会に委託）

認知症サポート医フォローアップ研修

※平成23年度は東京都医師会主催

※平成24～26年度は、東京都医師会と東京都が共催

認知症サポート医等フォローアップ研修

（認知症支援推進センター運営事業）

東京都認知症サポート医フォ

ローアップ研修等検討委員会
（認知症地域医療推進事業）

医療従事者等の認知症対応力向

上に向けた関係者会議

（医療従事者等の認知症対応力

向上支援事業）

認知症サポート医フォローアップ研修（平成２１～２２年度） 認知症サポート医等フォローアップ研修（平成２７年度～）

資料８－１

※国の動き：平成１７年度～ 認知症サポート医養成研修の開始

平成２２年度 認知症サポート医フォローアップ研修の創設

◆認知症サポート医のアウトカム（達成目標）◆

１． 地域の「かかりつけ医」と「専門医」の顔の見える連携づくりを支援する

２． 包括的認知症ケアの現況を踏まえて「かかりつけ医」を総合的に支援する

３． 地域の医療・介護・福祉職等への連携促進や認知症対応力の向上を支援する

４． 地域住民や多様な職種の従事者に対する認知症への理解を促進し地域ケアの

向上を支援する
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平成21年度・22年度東京都認知症サポート医フォローアップ研修

標準カリキュラム

資料８－２

教育方法 時間数 研修内容

テキスト研修 120分
　・東京都認知症サポート医フォローアップ研修カリキュラム等検討
   委員会作成のテキストによる研修（スライド・資料集の解説）

グループワーク 120分

　・テキスト研修を踏まえて、サポート医の新たな役割や取り組み
　 課題の検討及び自治体・地域包括支援センター・医師会等関係
 　団体への要望をまとめる。
　・東京都、東京都医師会、地域医師会、自治体等であらかじめ用
　 意した“地域の基本情報”を題材に、当該地域の連携モデル案と
　 具体化へのロードマップを検討する。
　・認知症者の生活支援・介護・医療情報の伝達フォーマットの
　 “たたき台”を題材に検討する。
　・本研修のアウトカム項目の習得度合いを研修前後で自己評価表
    に記入し提出する。

ディスカッション 30分
　・テキスト及び研修内容についてのグループインタビュー形式に
　よる意見聴取



認知症とは一体何か
-概念の歴史と現代にお
ける課題-

60分
認知症と精神医学
-症候学を中心に-

60分 認知症と生活習慣病 60分
認知症の人の口腔ケア
と栄養管理

60分
認知症サポート医に求
められる役割とこれから
の認知症施策

60分
レビー小体型認知症の
診断と治療

60分
前頭側頭型認知症（行
動障害型）の診断と治療

60分 せん妄の診断と治療 60分

認知症と神経病理学
-神経病理学から見た
認知症の概念と病態-

60分
認知症と神経内科学
-診断学を中心に-

60分 認知症と循環器疾患 60分 認知症の人の在宅医療 60分
アルツハイマー型認知
症の診断と治療

60分
正常圧水頭症の診断と
治療

60分

前頭側頭型認知症（言
語障害型）／原発性進
行性失語症の診断と治
療

60分
BPSDを認める認知症高
齢者の支援

60分

― ―
認知症の神経画像医学
-画像検査の意味と
判読方法を中心に-

60分
認知症のリハビリテー
ション

60分
認知症の人の権利を守
る

60分
血管性認知症の診断と
治療

60分
高齢者のうつ病の診断
と治療

60分
進行性核上性麻痺と大
脳皮質基底核変性症

60分
若年性認知症の人の社
会的支援

60分

受講
者数

受講
者数

受講
者数

認知症サポート医等フォローアップ研修　実施状況（平成２７年度～令和元年度）

167人 177人 187人

156人

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

平成29年度 平成30年度

第１回 第２回 第３回

第4回

(未実施)

令和元年度

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

東京都の認知症施策に
ついて

80分
これからの認知症医療
について

169人 186人

80分
認知症疾患の鑑別診断
－変性性認知症を中心
に－

80分
若年性認知症の診断と
診断後支援

80分
これからの成年後見制
度と意思決定支援

20分
東京都における認知症
サポート医の役割につ
いて

60分

80分
連携型認知症疾患医療
センターの日常診療と地
域連携

80分

認知症高齢者に対する
歯科治療ガイドラインの
活用
-認知症診療のなかで
の医科歯科連携-

80分糖尿病と認知症

平成２７年度 平成２８年度

第４回 第５回

第４回

197人 165人 158人 132人

80分
認知症診療に必要な神
経学的所見のとり方

159人195人212人 220人

186人

第７回

172人

第６回

153人 166人 149人

軽度認知障害（MCI）とう
つ病の臨床

75分
認知症の医療と身体疾
患の管理

75分

第２回第１回 第３回

第１回 第２回 第３回

第１回 第２回 第３回

60分
認知症とアルコール関
連障害

60分
認知症医療の専門家に
望むこと

30分
都における平成29年度
の認知症施策について 認知症初期集中支援

チームにおける認知症
サポート医の役割

75分

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

※カリキュラムは、質疑応答を除く。

私の認知症診療
薬物療法やリハビリの
効果を高めるために

80分
高齢者のてんかんと認
知症

80分認知症の神経画像医学80分
これからの認知症サ
ポート医に求められるこ
と

80分
認知症の臨床と緩和ケ
アの接点

75分

認知症サポート医と地
域包括ケアシステム
-東日本大震災被災地
での実践を通して-

60分
認知症サポート医の役
割
-現場の視点から-

75分
認知症診療と高齢者の
総合機能評価

第８回

第４回

80分認知症の神経心理学80分
大都市における認知症
初期集中支援チームの
実際

80分

資料８－３

＜主な講師＞

●お多福もの忘れクリニック 管理医師 本間 昭 （茨城県水戸市）

●防衛医科大学校病院精神科 診療部長

防衛医科大学校医学教育部医学科 教授 吉野 相英 （埼玉県所沢市）

●藤本クリニック 院長 藤本 直規 （滋賀県守山市）

●アンカー法律事務所 弁護士 吉岡 譲治 等


